
日本・トルコ合作　映画『海難1890』公開記念

講談師が語る
「エルトゥールル号海難事件と
　　　トルコ航空機日本人救出劇」　　
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日本・トルコ友好 125 周年の今年、日本・トルコの合作映画『海難 1890』が
12 月 5 日に全国公開されます。
この映画は、1890 年、和歌山県串本町で実際に起きた「エルトゥールル号海難事件」
とその 95 年後の「トルコ航空機日本人救出劇」が題材となっています。
今回のセミナーでは、講談師の旭堂南陽氏による映画の題材となったそれぞれの事
件についての講談と、映画のダイジェスト映像の上映を行います。
事前の参加申込や参加費は不要です。多くの皆様のご参加をお待ちしております。

〒640-8510　和歌山市栄谷 930　観光学部棟２階 208 室
TEL/FAX　073-457-8553 / E-mail　tourism-er@center.wakayama-u.ac.jp

お問い合わせ先　和歌山大学観光学部 観光教育研究センター

2015年 11月 5日（木）14:50～16:20
会場 和歌山大学観光学部棟T101教室

（和歌山市栄谷930）

講師 旭堂 南陽（講談師、大阪旭堂南陵一門）

写真提供：串本町
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日本人が知らない、奇跡の実話。
なぜあの時、トルコは日本を助けてくれたのか。

1890 年エルトゥールル号海難事故で日本から、95 年後の
テヘラン邦人救出劇でトルコへと受け継がれた想い。
“助けを求める者に、手を―”
人が人を想う気持ちが世界を変えた、奇跡の瞬間を目撃する。

■2015 年 12 月 5日 ( 土 )　全国公開
出演：内野聖陽　ケナン・エジェ　忽那汐里　
　　　アリジャン・ユジェソイ他
企画・監督：田中光敏

※和歌山県内上映館
ジストシネマ和歌山、イオンシネマ和歌山、
ジストシネマ南紀、ジストシネマ田辺、ジストシネマ御坊

講談師　旭堂 南陽（きょくどう なんよう）

講談の事を何も知らない司法浪人時代に「講談師も
弁護士も最後に “し” がついているから一緒や」
という師匠の一言で講談師になった変わり種 !!
英語、スウェーデン語などを使いこなす国際派講談師。
ジャズ講談など音楽とのコラボレーションも大好評♪

学歴：
　1993 年～ 1994 年　スウェーデンへ交換留学 (ROTARY 交換留学プログラム )
　　　　　　　　　　※ストックホルムでのノーベル賞授賞式に参加
　2000 年　大阪市立大学　法学部卒業
芸歴：
　2001 年 11 月　旭堂小南陵 ( 現：四代目南陵 ) に入門
　2004 年 4 月　ブラジルにて【ポルトガル語講談】　(ROTARY GSE プログラム )
　　　　   7 月　アメリカ・ボストンにて【英語講談】
　　　　　　　　※この模様はNHK｢what’ s on Japan｣にて全世界に放映
　2006 年 11 月　【講談×声楽】　開始
　2007 年 3 月　【講談×ジャズ】　開始
　2008 年 10 月　ブルガリアにて講談（第 19 回日本文化月間）
　2009 年 7 月　中国・上海にて【中国語講談】
　2010 年 4 月　宮崎県・都城市特派大使就任
　2012 年 6 月　【講談×シャンソン】　開始
　2014 年 3 月　【講談×文楽人形×シャンソン】開始
　2014 年 5 月　【音楽劇シンデレラ】　開始
ラジオ出演歴：
　FM　COCOLO「NETRIBE」　＜深夜のNETRIBE 亭＞　（2008 年～ 2010 年迄）
　FM　OSAKA「ミナミジャズウォーク」メインパーソナリティ（2011 年～ 2012 年迄）
　西宮さくら FM「saku っと La・ら・Ra」（2007 年～ 2013 年迄）
執筆歴：
　大阪日日新聞　「旭堂南陽のブラリ講談　歴史あるき」
                                                                                           （2012 年 4 月～毎週土曜日連載中）
　FM　COCOLO　MAGAZINE　「JAZZ と講談とボク」（2014 年冬号～毎号連載中）

写真提供：串本町

日本・トルコ合作映画『海難 1890』作品紹介 講師紹介

日本が世界各国と新たな付き合いを始めた明治期に、
オスマン・トルコ帝国からやってきた親善訪日使節団。
日本は彼らを熱烈に歓迎しました。

ところが、その帰路、彼らを乗せたエルトゥールル号が
紀伊半島沖で台風の為、岩礁に激突。そのまま沈没して
しまいました。
それを見ておりました近く住む大島村の人々は「大変
だ！」と自らの危険を顧みず決死の救出に向かいました。

さぁ、エルトゥールル号の乗組員は助かったのか、
大島村の人びとはその後どうしたのか、
日本とトルコの関係は？

一つの海難事故が生み出した友情と感謝の思い。
それはいつまでも語り継ぎたい物語となりました。
どうぞお楽しみに。
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